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火災の発生・延焼拡大を防ぐために、コンセ

ントや電気コードの周りには、燃えやすいも

のを置かないようにしましょう。 5
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絶縁劣化により発熱する

半断線により発熱する

過多の電流が流れる

トラッキング

金属の接触部が過熱する

電線が短絡する

STOP! 電気火災 

電 気 火 災 っ て 何 ？ 

ＳＴＯＰ！住宅防火シリーズ⑤      火災から命を守ろう 

 電気火災とは、電気や電気製品にかかわる火災のことをいいます。 

n=1,350 

電気コード火災の件数及び死者数 

（平成28年～令和2年 住宅火災） 

次のページで、電気コード火災の発生する仕組みを知り、火災を予防しましょう。 

東京消防庁 

経過別の電気コード火災件数 

（平成28年～令和2年 住宅火災） 

■ 電気火災の中でも電線の短絡・トラッキング・半断線等によって

起こる火災（以下「電気コード火災」という。）は、火を使用して

いる意識がないため、火災に気付きにくい特徴があります。  

■ 令和２年中、電気コード火災は298件発生し、年々火災件数は増

加しています。火災件数の増加とともに、死者数も増加していま

す。 

■ 電気コード火災に至る経過として、電線の短絡、金属の接触部過

熱、トラッキングの順で発生しています。 

身 近 に 潜 む 火 災 危 険 
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電線の短絡（ショート）・半断線 

 電気コードの家具等による踏みつけ、束ねての使用、折

れ曲がったままの使用は、電気コードの被覆の損傷や温

度上昇、経年劣化による短絡（ショート）、半断線によ

る発熱を引き起こし、火災の原因になります。 

■ 電気コードを家具の下敷きにしない 

■ 束ねて使用しない 

■ 折れ曲がりに注意する 

金 属 の 接 触 部 の 過 熱 

 プラグがコンセントにしっかり差し込まれていなかった

り、プラグの差し刃が変形していたりすると、過熱して

火災の原因になります。 

■ プラグはコンセントにしっかり差し込む 

■ プラグ・コンセントは変形等が 

 ないか定期的に点検する 

※半断線とは、コード内部の線が一部

断線した状態のことをいいます。 

ト ラ ッ キ ン グ 

 コンセントに差したプラグの差し刃間にほこりが付着し

ていると、湿気を帯びたほこりが電気回路を形成し、放

電による火花が発生して、火災となります。 

■ 定期的に点検・清掃する 

■ 使用しないプラグは抜いておく 

■ 見えにくい場所のコンセントに 

 は特に注意する 

過 多 の 電 流 

 電源タップを決められた容量以上で使用すると発熱し火

災の原因になります。 

■ 電源タップは決められた容量内で使用する 


